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Ⅰ.宮城県高等学校生徒理科研究発表会について 

 

 

 

 

  

 

Vol.1, No.13, 

Dec.,2015 

宮城県仙台戦災復興記念館外観 

（ストリートビューより） 

 このたび、メンター制度を利用されている宮城県古川黎明

高等学校２年の鈴木湧平さん（No.19）は、第68回宮城県高等

学校生徒理科研究発表会（全国総文祭自然科学部門の県予選）

の地学分野で部会長賞を受賞されました。まずはその発表会

と全国高等学校総合文化祭についてお届けします。 

 

 回折格子とデジタル一眼レフカメラ

による流星の分光観測かえい 

 

 回折格子とデジタル一眼レフカメラ
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 回折格子とデジタル一眼レフカ

メラによる流星の分光観測 

 去る１１月１１日（水）に宮城

県仙台戦災復興記念館で第６８

回宮城県高等学校生徒理科研究

発表会（全国高等学校総合文化

祭、自然科学部門の県予選）が開

催されました。 

 自然科学の部門では物理・化

学・生物・地学の４分野において、

それぞれ最優秀賞２題，部会長賞

２題、合計１６題が表彰されまし

た。 

 今年は宮城県内の公立・私立の

高校から、４分野合計で２７校が

参加し、発表数は８７題，３００

名を超える生徒が参加しました。

そのうち，地学分野は１０校が参

加，発表数は１３題，６０名でし

た。 

 今年度サイエンスメンター制

度を利用されている宮城県古川

黎明高等学校２年の鈴木さんは、

「回折格子とデジタル一眼レフ

カメラによる流星の分光観測」と

いう研究で、地学分野の部会長賞

（地学分野第３位）を受賞されま

した。 

 先の宮城県高等学校生徒理科

研究発表会は全国高等学校総合 

 

 

 

 

 

文化祭（略称：全国高総文祭）の

自然科学部門の県予選でした。 

 全国高総文祭は昭和５２年か

ら毎年、８月上旬に開催されてい

る各都道府県代表高校生による

芸術文化活動の文化の祭典です。

全国から参加した高校生を対象

に、講評会や交流会等が行われま

す。開催地は、各都道府県持ち回

りで行われ、全国から約２万人の

高校生が集まり、会期中の観覧者

は開催地の一般市民も含め約１

０万人になります。自然科学部門

は物理部門、化学部門、生物部門、

地学部門の４分野からそれぞれ

最優秀賞１題、優秀賞２題、奨励

賞２題が選ばれ表彰されます。そ

れ以外にポスター（パネル）発表

では文部科学大臣賞１題、文化庁

長官賞２題、奨励賞５題が表彰さ

れます。 

 第４０回全国高等学校総合文

化祭、２０１６ひろしま総文の自

然科学部門は平成２８年７月３

０日～８月１日の日程で、広島大

学で開催予定です。 

 前号で掲載した海城中学高等

学校２年の廣木颯太朗さんが東

京予選に通過し参加予定です。 
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Ⅱ.「回折格子とデジタル一眼レフカメラによる流星の分光観測」の内容紹介 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

研究発表会時のポスター 

 私は小学生の頃から天文現象

に興味があり，小学 5年生の時に

買ってもらった一眼レフカメラ

で日食や流星の撮影を行ってき

ました。 

 2013 年にペルセウス座流星群

を撮影し，撮影した流星は色が途

中で変化していたため，疑問に思

ったのが，本研究を始めたきっか

けです。 

 昨年度は，一眼レフカメラによ

る写真観測を行い，カメラのフィ

ルターによる流星の色の変化を

調べました。流星の発光始めと終

わりで色が変化していることが

確認できましたが，色の変化を詳

細に調べることができませんで

した。 

 今年度は，高知工科大学 山本

先生と（故）比嘉義裕先生のご指

導の下，回折格子を用いた流星の

分光観測を行っています。回折格

子シートをレンズに取り付け，流

星の光を分光し，得られた波長の

データをもとに流星本体の成分，

大気の成分を特定しようという

試みです。 

 これまで，2 例を撮影しまし

た。1例目は，2015年 8月に撮影

したペルセウス座流星群です。し

かし，流星の軌跡が分光器の分散

方向と水平になった（分光したス

ペクトルがつぶれてしまった）の

で，分析はできませんでした。2

例目の，2015年 10月に撮影した

散在流星（どの流星群にも属さな

い流星）では，運良く，分光器の

分散方向と垂直になったので，ス

ペクトルを分析することができ

ました。撮影前に行った，回折格

子の校正作業（回折格子に目盛り

をつけるような作業＝定規の役

割）のデータを元に，流星のスペ

クトルを測定したところ，波長が

約 583 nmとなり，589 nmのナト

リウムと近いことから，この波長

はナトリウム由来であると推測

できました。 

 今後は，流星の流れる方向に十

分注意しながら，明るい流星を撮

影し，流星本体や大気の成分を特

定してきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは鈴木湧平さんの研究内容についてお届けいたしま

す。鈴木さんは普段、自宅で天文観察を行っているそうです。 

 日常的に鈴木さんを学校でサポートされているのは自然科

学部の早﨑虎一郎先生、メンターの先生は高知工科大学の山本

真行先生と（故）比嘉義裕先生（2015 年 9 月 3 日ご逝去）で

す。 
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Ⅲ.「cis-DMEの高純度結晶化とそのバイオアッセイ」内容紹介 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【導入】 

 セイタカアワダチソウは，キク

科 の 外 来 植 物 で あ り 、

cis-dehydromatricariaester 

(cis-DME) という物質を持って

いる。そしてそれは、周りの植物

の生長を阻害する作用を有する

ということがわかっている。本研

究では、その作用のメカニズムと

効果を明らかにすることを目的

としている。 

【結果】 

 cis-DME の阻害作用を定量化

するために、まずはセイタカアワ

ダチソウから cis-DMEを抽出し、

その結晶を得た。方法は従来のや

り方より、抽出溶媒を変えること

によって結晶化をより容易にす

ることを可能にした。 

 次に、得られた結晶自身を植物

に与えた。レタスとカイワレダイ

コンを対象として、cis-DMEを濃

度別に与え、生長の違いを見るこ

とによって、cis-DMEそのものが

植物に対してどの程度の阻害を

及ぼすのかを明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 cis-DMEは 0, 1, 5, 10, 20ppm

の濃度で植物に与えた。結果とし

ては、カイワレダイコンは、

cis-DME の濃度が大きくなれば

なるほど阻害作用は大きくなっ

た。それに対して、レタスは

10ppm でもっとも阻害作用が大

きくなる結果となった。このこと

から、cis-DMEにはもっとも阻害

を及ぼす“特定”の濃度が存在す

るという可能性が示唆された。 

 

【今後について】 

 今後はさらに実験を進めてい

き、セイタカアワダチソウの有す

る阻害作用がどのようなものな

のか明らかにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前々号でお知らせしたとおり、今年度に制度を利用中の

茨城県立並木中等教育学校５年の遠山大樹さんが、千葉大

学が主催し、朝日新聞社千葉総局が後援している「第９回

高校生理科研究発表会」で、「セイタカアワダチソウを利用

した生物農薬の研究」という研究で千葉市教育長賞を受賞

されました。その研究内容をお届いたします。メンターの

先生は東京農工大学の藤井義晴先生で、普段、学校でサポ

ートされているのは吉村大介先生です。 

研究発表会時の遠山大樹さん 

（パネル左） 

研究発表会時のポスター 
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Ⅳ.各研究グループのメール交信回数速報 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～事務局 加瀬より～ 

 気付けば 2015 年も残りわずか・・このメンターニュースも皆様のおかげでなんとか１３号まで発行することができまし

た。来年も頑張って発行していきますので、どうぞ宜しくお願い致します。 

 メンティー・先生・メンターのどなたでも、ニュースやニュースレターに関して、ご希望があれば遠慮なく事務局にご連

絡下さい。また、こんな情報を載せたい・知りたいというご要望をお寄せいただいても結構です。 
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研究グループ 

 12月 18日までのメール交信回数をお届いたします。 

グラフは月ごとの総数で、今月のメール交信回数の少ない方から順に示していま

す。回数の中には事務局からの事務連絡等で配信したメールも含まれています。 

 12月 10日より 2016年度のメンティー応募が開始されました。今回は一般公募となってから 2回目の募集となります。

全国から応募して頂きたいのですが、応募件数が多ければ選考が大変になるというジレンマがあります。でも担当者とし

てはどしどし応募して頂きたいと思います！ 


